
(57)【要約】

【課題】製鋼工場のスクラップ溶解用の電気炉設備にお

いて、電気炉へのスクラップ装入時にスクラップ中から

発生する粉塵や火炎や排煙を効率よく集めて吸引除去し

、周囲の環境を改善する装置を提供する。

【解決手段】電気炉１の炉蓋３の集塵パイプ１４の排出

口１５に臨んで配設した直引ダクト１９から製鋼中のス

クラップの溶解時に発生する粉塵を集塵する設備におい

て、製鋼原料のスクラップ９を装入するため、炉蓋３お

よび電極４を取り去り、電気炉炉体２の中にスクラップ

９を詰めたバケット６を吊り下げ用クレーン２２で装入

して電気炉１にスクラップ９を供給し、電気炉炉体２の

中に装入されたバケット６のサイド壁１１の上部に開口

した集塵用の集塵用孔１２に臨ませてサイド壁１１の外

側から直引ダクト１９の集塵口２０を連接する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 気 炉 の 炉 蓋 の 集 塵 パ イ プ の 排 出 口 に 臨 ん で 配 設 の 直 引 ダ ク ト を 有 す る 電 気 炉 設 備 に お い
て 、 製 鋼 原 料 の ス ク ラ ッ プ 装 入 用 の バ ケ ッ ト の サ イ ド 壁 に 直 引 ダ ク ト の 集 塵 口 に 臨 む 集 塵
用 孔 を 開 口 し 、 該 バ ケ ッ ト の サ イ ド 壁 の 集 塵 用 孔 に 該 直 引 ダ ク ト の 集 塵 口 を 臨 ま せ て 連 接
し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 に お い て 、 バ ケ ッ ト の サ イ ド 壁 内 の 集 塵 パ イ プ 入
口 の 集 塵 用 孔 に 集 塵 吸 引 時 に 舞 い 込 む 重 量 物 を 遮 蔽 す る た め の ネ ッ ト を 設 置 し た こ と を 特
徴 と す る 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 に お い て 、 バ ケ ッ ト と 直 引 ダ ク ト 間 か ら
漏 れ て い た 粉 塵 や 排 煙 等 を 集 塵 す る た め の 集 塵 フ ー ド を 電 気 炉 の 炉 蓋 の 集 塵 パ イ プ 排 出 口
と 直 引 ダ ク ト の 集 塵 口 の 上 部 に 側 方 か ら 進 退 自 在 と し て 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 炉
設 備 の 集 塵 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 製 鋼 設 備 に お け る 電 気 炉 の 集 塵 装 置 お よ び 電 気 炉 を 設 置 し て い る 建 屋 の 集 塵
設 備 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
製 鋼 用 の 電 気 炉 １ へ 製 鋼 原 料 の ス ク ラ ッ プ ９ を 装 入 す る と き 、 ス ク ラ ッ プ 装 入 用 バ ケ ッ ト
６ を 使 用 し て 行 わ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 こ の 場 合 、 図 １ に 示 す よ う に 、 製 鋼 し た 前 回 の
湯 ５ を 出 鋼 し た 電 気 炉 １ に お い て 、 電 極 ４ と 共 に 炉 蓋 ３ を 取 り 外 し 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
電 気 炉 炉 体 ２ へ ス ク ラ ッ プ 装 入 用 バ ケ ッ ト ６ を 装 入 す る 。 次 い で バ ケ ッ ト 底 部 ８ を 開 い て
ス ク ラ ッ プ ９ を 電 気 炉 炉 体 ２ の 中 へ 装 入 す る 。 こ の 電 気 炉 １ へ ス ク ラ ッ プ ９ を 装 入 す る 時
に 、 ス ク ラ ッ プ ９ の 中 か ら 大 量 の 粉 塵 １ ６ が 発 生 す る 。 と こ ろ で 電 気 炉 炉 体 ２ の 中 に は 前
回 の 操 業 時 の 湯 ５ が 少 量 残 存 し て い る の で 、 こ の 発 生 し た 粉 塵 １ ６ が 湯 ５ の 熱 に よ り 着 火
し 、 火 炎 １ ７ や 排 煙 １ ８ と な っ て 炉 外 に 立 ち 昇 る 。 こ の よ う に な る と 発 生 し た 粉 塵 １ ６ や
火 炎 １ ７ や 排 煙 １ ８ に よ り 製 鋼 工 場 の 建 屋 内 の 環 境 は た ち ま ち 悪 化 し 、 作 業 者 や 設 備 に 対
し て ． 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 既 設 の 製 鋼 工 場 に お け る 電 気 炉 設 備 で は 電 気 炉 １ に 直 引 ダ ク ト １ ９ を 設 置 し 、 さ ら
に 建 屋 集 塵 に よ り 集 塵 し て い る 。 し か し 、 従 来 の こ れ ら の 装 置 は 粉 塵 １ ６ 等 の 発 生 に 対 す
る 集 塵 能 力 あ る い は 排 煙 １ ８ の 吸 引 能 力 は 十 分 と は 言 え ず 低 く 、 ス ク ラ ッ プ ９ の 装 入 時 に
多 量 に 発 生 す る 粉 塵 １ ６ や 排 煙 １ ８ を ま か な い き れ な い 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 電
気 炉 １ か ら 発 生 の 火 炎 １ ７ や 排 煙 １ ８ は 煙 突 状 に 上 昇 す る た め 、 ス ク ラ ッ プ 装 入 用 バ ケ ッ
ト ６ の 吊 り 下 げ 用 ク レ ー ン ２ ２ や バ ケ ッ ト 底 部 開 放 用 ワ イ ヤ １ ０ の 操 作 用 ク レ ー ン ２ ３ な
ど に 配 設 し て い る 電 気 導 線 な ど を 焼 損 す る 事 故 を 多 発 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 製 鋼 工 場 の ス ク ラ ッ プ 溶 解 用 の 電 気 炉 設 備 に お い て
、 電 気 炉 へ の ス ク ラ ッ プ 装 入 時 に ス ク ラ ッ プ 中 か ら 発 生 す る 粉 塵 や 火 炎 や 排 煙 を 効 率 よ く
集 め て 吸 引 除 去 し 、 周 囲 の 環 境 を 改 善 す る 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 は 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 電 気 炉 の 炉 蓋 の 集 塵 パ イ プ の
排 出 口 に 臨 ん で 配 設 の 直 引 ダ ク ト を 有 す る 電 気 炉 設 備 に お い て 、 製 鋼 原 料 の ス ク ラ ッ プ 装
入 用 の バ ケ ッ ト の サ イ ド 壁 に 直 引 ダ ク ト の 集 塵 口 に 臨 む 集 塵 用 孔 を 開 口 し 、 該 バ ケ ッ ト の
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サ イ ド 壁 の 集 塵 用 孔 に 該 直 引 ダ ク ト の 集 塵 口 を 臨 ま せ て 連 接 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 炉
設 備 の 集 塵 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 請 求 項 １ の 手 段 の 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 に お い て 、 バ ケ ッ ト の サ イ
ド 壁 内 の 集 塵 パ イ プ 入 口 の 集 塵 用 孔 に 集 塵 吸 引 時 に 舞 い 込 む 重 量 物 を 遮 蔽 す る た め の ネ ッ
ト を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 手 段 の 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 に お い て 、 バ ケ ッ
ト と 直 引 ダ ク ト 間 か ら 漏 れ て い た 粉 塵 や 排 煙 等 を 集 塵 す る た め の 集 塵 フ ー ド を 電 気 炉 の 炉
蓋 の 集 塵 パ イ プ 排 出 口 と 直 引 ダ ク ト の 集 塵 口 の 上 部 に 側 方 か ら 進 退 自 在 と し て 配 設 し た こ
と を 特 徴 と す る 電 気 炉 設 備 の 集 塵 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 上 の 手 段 に よ り 、 上 昇 気 流 と な る 排 煙 や 火 炎 や 粉 塵 を 直 引 ダ ク ト に 集 塵 す る と 共 に 、 そ
こ か ら 漏 れ 出 る 粉 塵 等 も 直 引 ダ ク ト の 上 に 設 置 し た 集 塵 フ ー ド で 回 収 し て 効 率 よ く 集 塵 し
、 さ ら に 直 接 立 ち 昇 る 火 炎 等 を な く し て 吊 り 下 げ 用 ク レ ー ン や 操 作 用 ク レ ー ン の 電 気 配 線
の 損 傷 を な く し 、 製 鋼 設 備 建 屋 内 の 環 境 を 良 好 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 製 鋼 用 の 電 気 炉 と そ の 集 塵 設 備 を
模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 ３ は 本 発 明 の ス ク ラ ッ プ 装 入 バ ケ ッ ト の 電 気 炉 内 の 操 業 状 態 を
バ ケ ッ ト の 上 部 を 一 部 破 断 し て 示 す 模 式 図 で 、 （ ａ ） は ス ク ラ ッ プ を 装 入 す る 前 を 示 し 、
（ ｂ ） は ス ク ラ ッ プ の 装 入 直 後 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 製 鋼 用 の 電 気 炉 設 備 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 電 気 炉 １ の 炉 蓋 ３ の 集
塵 パ イ プ １ ４ の 排 出 口 １ ５ に 臨 ん で 配 設 の 直 引 ダ ク ト １ ９ を 有 し 、 製 鋼 中 の ス ク ラ ッ プ の
溶 解 時 に 発 生 す る 粉 塵 を 直 引 ダ ク ト １ ９ か ら 集 塵 す る も の で あ る 。 こ の 電 気 炉 設 備 に お い
て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 と す る た め に 、 先 ず 、 前 回 の ス ク ラ ッ プ の 溶 解 精 錬 に 続 い て 、 製
鋼 原 料 の ス ク ラ ッ プ ９ を 装 入 す る た め 、 炉 蓋 ３ お よ び 電 極 ４ を 電 気 炉 炉 体 ２ か ら ク レ ー ン
な ど で 取 り 去 る 。 次 い で 、 図 ３ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 こ の 炉 蓋 ３ を 取 り 去 っ た 電 気 炉 炉
体 ２ の 中 に ス ク ラ ッ プ ９ を 詰 め た バ ケ ッ ト ６ を 吊 り 下 げ 用 ク レ ー ン ２ ２ で 装 入 す る 。 一 方
、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 電 気 炉 炉 体 ２ の 中 に 装 入 さ れ た バ ケ ッ ト ６ の サ イ ド 壁 １ １
の 上 部 に 集 塵 用 の 集 塵 用 孔 １ ２ を 開 口 す る 。 こ の 集 塵 用 孔 １ ２ に 臨 ま せ て サ イ ド 壁 １ １ の
外 側 か ら 直 引 ダ ク ト １ ９ の 集 塵 口 ２ ０ を 連 接 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 バ ケ ッ ト ６ の サ イ ド 壁 １ １ 内 の 上 部 の 集 塵 パ イ プ １ ４ の 入 口 で あ る 集 塵 用 孔 １ ２
に 集 塵 吸 引 時 に ス ク ラ ッ プ ９ の 内 部 か ら 舞 い 込 む 重 量 物 を 遮 蔽 す る た め に 耐 熱 性 素 材 か ら
な る ネ ッ ト １ ３ を 設 置 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 電 気 炉 炉 体 ２ に 装 入 し た バ ケ ッ ト ６ の 上 部 か ら 漏 れ て い た ス ク ラ ッ プ ９ の 装 入 時
の 粉 塵 １ ６ や 排 煙 １ ８ 等 を 集 塵 す る た め に 、 電 気 炉 １ の 炉 蓋 ３ の 集 塵 パ イ プ １ ４ の 排 出 口
１ ５ と 直 引 ダ ク ト １ ９ の 集 塵 口 ２ ０ の 上 部 の 位 置 に 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 集 塵 フ
ー ド ２ １ を 側 方 か ら 進 退 自 在 に し て 配 設 す る 。 そ し て バ ケ ッ ト ６ を 電 気 炉 炉 体 ２ の 内 部 に
装 入 し て 操 作 用 ク レ ー ン ２ ３ で バ ケ ッ ト ６ の 底 部 開 放 用 ワ イ ヤ １ ０ を 吊 り 上 げ て ス ク ラ ッ
プ ９ を 電 気 炉 炉 体 ２ に 供 給 す る と き 、 集 塵 フ ー ド ２ １ を バ ケ ッ ト ６ と 直 引 ダ ク ト １ ９ の 集
塵 口 ２ ０ 上 に 近 づ け て 、 漏 洩 す る 粉 塵 や 排 煙 を 集 め て 直 引 ダ ク ト １ ９ の 集 塵 口 ２ ０ か ら 吸
引 す る よ う に す る 。 こ の 場 合 、 電 気 炉 炉 体 ２ 内 に 残 留 し た 前 回 の 湯 の 熱 に よ り 、 漏 洩 す る
粉 塵 や 排 煙 に 着 火 し て 生 じ た 火 炎 １ ７ も 集 塵 フ ー ド ２ １ に 集 め て 遮 蔽 す る の で 、 吊 り 下 げ
用 ク レ ー ン ２ ２ や 操 作 用 ク レ ー ン ２ ３ の 配 線 が 加 熱 さ れ て 燃 焼 す る 事 故 が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-361003 A 2004.12.24



以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 製 鋼 用 の 電 気 炉 に お い て 、 製 鋼 原 料 の ス ク ラ ッ プ を 電 気 炉
に 装 入 す る 際 に 、 漏 洩 す る 粉 塵 や 火 炎 や 排 煙 を 効 率 良 く 集 塵 装 置 に 集 め 、 建 屋 内 の 環 境 を
改 善 し 、 さ ら に 設 備 故 障 を 低 減 す る こ と で メ ン テ ナ ン ス コ ス ト を 削 減 出 来 る 効 果 を 有 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 す る 製 鋼 用 の 電 気 炉 と そ の 集 塵 設 備 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の ス ク ラ ッ プ 装 入 バ ケ ッ ト の 電 気 炉 内 の 操 業 状 態 を バ ケ ッ ト の 上 部 を 示 す 模
式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ス ク ラ ッ プ 装 入 バ ケ ッ ト の 電 気 炉 内 の 操 業 状 態 を バ ケ ッ ト の 上 部 を 一 部
破 断 し て 集 塵 用 孔 お よ び ネ ッ ト を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 電 気 炉
２ 　 電 気 炉 炉 体
３ 　 炉 蓋
４ 　 電 極
５ 　 湯
６ 　 バ ケ ッ ト
７ 　 バ ケ ッ ト 吊 り 下 げ ワ イ ヤ
８ 　 バ ケ ッ ト 底 部
９ 　 ス ク ラ ッ プ
１ ０ 　 底 部 開 放 用 ワ イ ヤ
１ １ 　 サ イ ド 壁
１ ２ 　 集 塵 用 孔
１ ３ 　 ネ ッ ト
１ ４ 　 集 塵 パ イ プ
１ ５ 　 排 出 口
１ ６ 　 粉 塵
１ ７ 　 火 炎
１ ８ 　 排 煙
１ ９ 　 直 引 ダ ク ト
２ ０ 　 集 塵 口
２ １ 　 フ ー ド
２ ２ 　 吊 り 下 げ 用 ク レ ー ン
２ ３ 　 操 作 用 ク レ ー ン
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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